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持続可能な社会に
果たす金融の役割

足達英一郎

株式会社日本総合研究所
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持続可能性のための金融
　３つの類型

預金・融資

エコバンク、ソーシャル・ファイナンス

投資

エコファンド、社会的責任投資（SRI）

保険
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預金・融資の基本モデルと
エコバンク

預金者 銀行

企業

個人

預金

引き出し

利子

元本返済

利息

融資

担保
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投資の基本モデルと
社会的責任投資（SRI）

個人
投資家

機関
投資家
（年金）

運用
機関

企業

投資信託の
購入

配当

証券の
売却

配当

証券の
購入

投資信託の
売却

売買差益
の存在
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わが国のSRIファミリーの現状
  図表１）エコファンドとＳＲＩファンドの残高推移

（エコ関連は、水･資源ファンド等関連テーマのファンド）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

1
9
9
7
/
7
/
2
5

1
9
9
7
/
1
0
/
2
5

1
9
9
8
/
1
/
2
5

1
9
9
8
/
4
/
2
5

1
9
9
8
/
7
/
2
5

1
9
9
8
/
1
0
/
2
5

1
9
9
9
/
1
/
2
5

1
9
9
9
/
4
/
2
5

1
9
9
9
/
7
/
2
5

1
9
9
9
/
1
0
/
2
5

2
0
0
0
/
1
/
2
5

2
0
0
0
/
4
/
2
5

2
0
0
0
/
7
/
2
5

2
0
0
0
/
1
0
/
2
5

2
0
0
1
/
1
/
2
5

2
0
0
1
/
4
/
2
5

2
0
0
1
/
7
/
2
5

2
0
0
1
/
1
0
/
2
5

2
0
0
2
/
1
/
2
5

2
0
0
2
/
4
/
2
5

2
0
0
2
/
7
/
2
5

2
0
0
2
/
1
0
/
2
5

2
0
0
3
/
1
/
2
5

2
0
0
3
/
4
/
2
5

2
0
0
3
/
7
/
2
5

2
0
0
3
/
1
0
/
2
5

2
0
0
4
/
1
/
2
5

2
0
0
4
/
4
/
2
5

2
0
0
4
/
7
/
2
5

2
0
0
4
/
1
0
/
2
5

2
0
0
5
/
1
/
2
5

2
0
0
5
/
4
/
2
5

2
0
0
5
/
7
/
2
5

2
0
0
5
/
1
0
/
2
5

2
0
0
6
/
1
/
2
5

2
0
0
6
/
4
/
2
5

2
0
0
6
/
7
/
2
5

2
0
0
6
/
1
0
/
2
5

2
0
0
7
/
1
/
2
5

2
0
0
7
/
4
/
2
5

エコ関連

エコ

ＳＲＩ
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出所）大和ファンド・コンサルティング
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調査機関の役割

ユニバース決定（300銘柄）
「投資対象銘柄選定委員会」

業種ウエイトの決定 銘柄選択＆ウエイトの決定

ポートフォリオ（50～100銘柄）

運
用
機
関

日
本
総
研

SRIの観点からセクターバイアス
例）環境配慮業種のオーバーウエイト ベスト・イン・クラスの銘柄選択

「経済的」要因加味、運用機関リサーチ情報

リスクコントロール

企業プロファイル企業リスト
年1回（見直しは随時）

社会的責任に対する新たな取組み(ポジティブ)や
不祥事(ネガティブ)の確認を踏まえ随時見直し

年1回（見直しは随時）

約2000銘柄（東証１部上場銘柄＋それ以外の時価総額上位）

「環境」「社会・ガバナンス」アンケート 環境・社会報告書 直接コンタクトプレス情報

ユニバース決定（300銘柄）
「投資対象銘柄選定委員会」

業種ウエイトの決定 銘柄選択＆ウエイトの決定

ポートフォリオ（50～100銘柄）

運
用
機
関

日
本
総
研

SRIの観点からセクターバイアス
例）環境配慮業種のオーバーウエイト ベスト・イン・クラスの銘柄選択

「経済的」要因加味、運用機関リサーチ情報

リスクコントロール

企業プロファイル企業リスト
年1回（見直しは随時）

社会的責任に対する新たな取組み(ポジティブ)や
不祥事(ネガティブ)の確認を踏まえ随時見直し

年1回（見直しは随時）

約2000銘柄（東証１部上場銘柄＋それ以外の時価総額上位）

「環境」「社会・ガバナンス」アンケート 環境・社会報告書 直接コンタクトプレス情報
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どのような項目で調査するか
環境側面
環境パフォーマンス（全31問）
サプライチェーン・マネジメントの観点からの環境対策（全19問）
環境マネジメント（全19問）
環境コミュニケーション（全14問）
生物多様性（全15問）
事業機会としての環境問題対応（全17問）

社会・ガバナンス側面
企業統治（全23問）
公正な経済取引（全21問）
顧客に対する誠実さ（全20問）
労働慣行（全20問）
仕事と生活との両立支援（全18問）
グローバル市場への的確な対応（全21問）
社会活動への積極関与（全20問）
社会的課題の解消に資するビジネス（全1問）
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持続可能性のための金融の役割

持続可能性の観点から

望ましい先と望ましくない先を評価峻別し

望ましい先には有利な条件で

望ましくない先には厳しい条件で

お金の流れを作ることで

融資先、投資先の行動を誘導すること
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市場の進化という考え方
企業は「経済的価値」のみならず「社

会的価値」「人間的価値」をも創出す

る責任を有している。市場の評価が

極端に「経済性」偏重陥ると、企業活

動の行き過ぎた「結果第一主義」や

「株主利益至上主義」を招き、わが

国固有の文化、伝統、習慣を反映し

た社会のニーズや価値観との間に

著しい乖離をもたらすことになる。そ

の意味で、市場自体も、総合的観点

で企業を評価させていく必要があり、

企業側も市場の評価をただ受身で

捉えるのではなく、自らの信念を市

場や社会に積極的に働きかけ、市場

をその方向へ導くイニシアチブを発

揮すべきである。
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UNEP FIの活動

国連環境計画・金融イニシアティブ(UNEP FI) は、金融機関
のさまざまな業務において、環境および持続可能性（サステ
ナビリティ）に配慮した最も望ましい事業のあり方を追求し、
これを普及、促進する活動。 UNEPとおよそ160の世界各地
の銀行・保険・証券会社等がパートナーシップを形成しており、
日本の署名参加機関は、18社。
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持続可能性のための金融
さまざまな広がり

持続可能性の観点から、必要だと考えられる

ところにお金の流れを作ろうとするもの

NPOバンク（⇒NPO）

市民風車ファンド（⇒環境プロジェクト）

ミニ公募債、愛県債（⇒自治体等の公共事業）

マイクロファイナンス（⇒途上国の零細事業者）
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持続可能性のための金融
いまだ整理できていないこと

預金者、投資家の意識に関連して

預金者、投資家は経済的収益を犠牲にしてもかまわない

と考えている。

預金者、投資家は経済的収益を犠牲にすることは望んで

いない。

金融機関自身が取組む目的に関連して

金融機関は、自らの社会的責任として、こうした取組みを

行うべきである。

金融機関は、新たなビジネスチャンス、リスク管理として、

こうした取組みを行うべきである。
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ワークショップの議題

こうした「持続可能性のための金融」が世の

中から支持されて、大きく広がっていくために

は、金融機関にどのようなことが必要だろう

か。３つまで回答を用意してください。
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本日はありがとうございました

ウェブサイト“CSR Archives”
http://www.csrjapan.jp




